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した の で
, 全例 およそ 30 分間で 検査 は終 了 し た .

結果を以下 に要約する .

1 ) 統合失調症

注意, 学習, 記憶, 実行機能, 流暢性, 動作速度

な ど, 比較的広範囲の 認知機能障害があり, 前頭

莱, 側頭葉, ある い は両者 間の 神経回路の 異常 が

示唆さ れて い る . 本研 究で は , 単
一 エ ピ ソ ー

ドあ

る い は持続性の 患者で , 検査 時に顕著な陰性症状

を伴う患者 で は , 即時記憶ある い は遅延記憶が特

に 不良で , さら に注意 や 言語 に も障害 が あ っ た .

一

方, 単
一

エ ピ ソ ー ドか ら回復 し比較的陰性症状

が 軽い 患者で は, 注意 や 言語 の 障害は認 め た が ,

記憶障害が目立 た ない例が あ っ た . 統合失調症 で

は
, 記憶障害を中心 と した認知機能の 全体的低下

が存在するが , より強く障害さ れる認知領域の プ

ロ フ ィ
ー ル は, 症例 ごと に異なる可能性があ る .

2 ) 気分障害

統合失調症 と比べ て先行研究の 結果の 不
一

致 が

多く, 極 性の 違い は不明確で , 気分状態 へ の 依存

がより高 い が,
一

部の患者で持続性で ある と い う.

我々 の 症例で も, 完全寛解にあ る大う つ 病性障害

患者の 認知機能はほ ほ正常域にあり,
一

部 の慢性

患者で遅延記憶の 障害を認め た . 先行研究に矛盾

しな い結果と い え る .

3 ) ア ル ツ ハ イ マ ー 病

初期で あ っ て も, 言語性
･ 非言語性の モ ダ リテ

ィ
ー に関係なく , 即時記憶, 遅延記憶に重篤な障

害を認め た .

本検査 の
一

番 の 利点 は比較的短時 間で施行で き

る こ とで ある . 日本人 の 標準化デ
ー

タ の 完成後は,

重症度や診断の補助, 薬物療法によ る認知機能の

改善の 評価, 退院後の 社会的
･ 職業的予後の予測,

などに利 用で きる か もしれない .

7 　 白 血 病 阻 害 因 子 の ラ ッ ト 脳 内 投 与 に よ る 認

知・行動変化
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イ ン タ ー フ ェ ロ ン α によるう つ 病をは じめ と し

て
, サイ トカイ ン に よりさま ぎまな精神症状が惹

き起 こ される こ とが臨床的に知 られて い る . また
,

統合失調症 やう つ 病と い っ た精神疾患を有する患

者で は脳内あ る い は血中サ イ トカイ ン の 異常が存

在 す る ( T a k a h a shi et al .,
2 00 0; T o y o o k a e t al . ,

2 003) . イ ンタ ー ロ イキ ンー6 フ ァ ミリ
ー

の サイ トカ

イ ン で ある 白血病阻害因子 (1 e u k e m i a i n bibit o -

r y f a c t o r; LIF) は ア ス ト ロ サ イ トの 分化誘導など

中枢神経系 の 発達に重要な役割 を果 た し, その 道

伝子座 は統合失調症 ある い は双極性障害の 候補染

色 体領域内に存在 して い る . こ れ らの こ と か ら

LIF が精神疾患 の 病態 に関与して い る可能性が示

唆され る が, u F が認知や 行動に及ぼす影響は 明

らか に さ れて い ない . 今 回われわれ は , 8 週齢 ラ

ッ ト の線条体 に u F (1 0 / ∠g / 個体) ある い は生理

食塩水 をオ ス モ テ ィ ツ ク
･ ポン プにより持続投与

し
, オ

ー プン ･ フ ィ
ー ル ド試験, 音刺激驚惜反応

の 測定, 能動回避試験 を行 っ た . 行動実験終 了後

に ラ ッ トを解剖 し線条体を採取 し, u F シ グナ ル

伝達に 関与する リ ン 酸化 sig n al t r a n sd u c e r s a n d

a cti v at o r s of t r a n s c rip ti o n (S T A T) - 3 およびア ス

ト ロ サイ トの マ ー カ ー であ る g li al fib rill a r y a cidi c

p r o t ei n ( G F A P) を w e st e r n bl o 仕i n g に よ り測 定

した . LIF 投与ラ ッ トで は線条体 に おける リ ン酸

化 S T A T - 3 お よび G F A P が 増加 して い る こ と ,

体重 が減少して い る こ と により, u F が作用 して

い る こ と が確認 され た . オ ー プ ン ･ フ ィ
ー ル ド試

験で は自発運動量 が低下 して い た . 統合失調症 や

外傷後ス ト レ ス 障害を有する患者で は認知機能の

指標 と され る p r e p ul s e i n hibid o n (P PI) が低下 し

て い るが , LIF 投与 ラ ッ トで は P P I が低下 して い
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る可能性が あ っ た . 音を条件刺激, 電気シ ョ ッ ク

を無条件刺激と した能動 回避試験 で は回避反応が

低下 して おり, 学習能が障害され て い た .
こ れ ら

の 結 果 か ら u F を ラ ッ ト脳内に 投与する こ と に

より認知 ･ 行動障害が惹起 される こ とが 明らか と

な っ た . 今後 は こ の ラ ッ トを用 い た認知 ･ 行動障

害の 病態や 治療法 の 解明が期待され る .
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【背景】 統合失 調症患者 に おける 事象関連電位

の P 30 0 成分 の 振幅減少と 一 部潜時延長 は
一

般 に

認 め られて い る が, 今回我々 は統合失調症患者に

お ける認知 障害 の 特徴を, 色覚刺激を用 い た視覚

怪事象関連電位とス トル ー プ ･ カラ ー ･

テ ス トと

の 比較によ っ て検討 した .

【方法】 対象は健常者と統合失調症患者
,
それぞ

れ 2 0 名ずつ で , 被験者全 員 に検査 に つ い て 説明

を行 い 書面にて 同意を得た . まず, 事象関連電位

( E R P) と して, 視覚刺激カテ ゴ リ
ー

逸脱, すなわ

ち識別可能な 4 種類の 感覚刺激を ラ ン ダム に, か

つ
, 呈示頻度 に差を つ け被験者 に呈示 し, 低頻度

の刺激 に対 して所定 の反応を行わせ る課題 を実施

し た
. カラ

ー ディ ス プレイ モ ニ タ ー の 前に被験者

を座 らせ , 被験者の 頭部に電極を接地, 標的刺激

を赤2 0 % , 非標的刺激を青, 黄, 緑, 計 80 % の 割

合で ラ ン ダ ム に呈示 した . さ ら に ス トル ー プ ･ テ

ス トを実施, 被験者 に 4 種類 (赤 , 育, 黄, 揺) の

漢字を読み 上げさせ ( W c a rd s) , 次 に同 じ 4 種類

の色 を名づ けさ せ ( C c a rd s) , さ らに色 と漢字 が
-

鼓 し て い な い 漢 字 の 色 を名 づ け さ せ ( C W

c a r d s) , 各課題 50 個の 読 み 上 げ時 間と誤 り の 回

数を測定 した .

【結果】

1 ) 統合 失調 症 群 は , 健 常 群 と 比 し , E R P の

N IO O , P 3 00 共に 潜時の 延 長, 振幅の 低下 が認

め られた .

2 ) ス ト ル ー プ ･ テ ス トに お い て は
,
C ol o r c a r d

,

C ol o r - w o r d c a r d で反応時間の 延長が み られ, ス

ト ル
ー プ効果の 増強が認 め られた .

3 ) E R P と ス トル ー プ ･ テ ス トの 相関関係は, 健

常群 で は統合失 調症群 と比 し, P 3 00 の 潜時と

各読 み 上 げ時間 の 相関係数 が高い 傾向 か み ら

れ, 特に C o r d c a r d で有意 な相 関が認め られ た .

4 ) 他の 諸要因との 相関関係は, 健常群 は年齢と

P 3 00 潜時, ス トル
ー プ ･

テ ス ト に相関を認 め

た . 統合失調症群 で は こ れらは認め られず, ス

トル
ー プ ･

テ ス トと曜患期間に相関が認 め られ

た .

【考察】 p 30 0 は刺激の 評価過程に 関連 し, 潜時

は刺激評価時間を, 振幅は上方処理容量 を表 して

い る. ス トル ー プ効果 はそ の 後の 刺激に対する選

択過程 を反映 して い る . 両者の 関連 は視覚刺激の

評 価か ら反応 の 選択, さら に知覚 一 運動協調反

応 へ 連続する過 程 を反映 して い る と考 え られ る .

健常群で み と め ら れた P 30 0 と ス トル ー プ ･ テ ス

トと の 相関, 年齢と潜時, ス ト ル
ー プ ･ テ ス トの

相関は統合失調症群 で は認 め られ なか っ た . これ

より統合失調症 の 視覚認知か ら知覚 一 運動協調

反応 へ 連続する 一 連 の 過程 に おける障害, すなわ

ち前頭連合野 の機能低下 によ る皮質 一 皮質問の

連合の 解離, 皮質下核による皮質制御の 失調 など

の 存在 が推察された . 今 回の 結果 で は, 統合失調

症群 で P3 00 の 振幅, 潜時 は年齢 に相関 せ ず, 梶

患期間 と も相関はみ られ なか っ た が , ス ト ル
ー

プ ･ テ ス トで は躍 患期 間と 有意 な相関を認 め た .

これより, 統合失調症の情報処理障害の 経時的な

変化は , 情報の 評価
･

選択過程より知覚 一 運動

協調反応過程 に お い て税敏に認め られる と考 えら

れた .


